
��

+-

��の����

コンデンサの 
�IR
コンデンサの����

ADC 5450� Max 50ch(80ch)

ADC 3100�

����/	
��


スキャナ

Max 1,000V(10mA)/100V(20mA)

�チャンネル����/��による��のスピードアップ。

+-チャンネルの.679により、<=>。

�い@BEにより、F から7 までをカバー。

コンデンサーの.6�� ��RSで、��TのU�WX。/

��

YZ チャンネルまでの、[\]^��やマイグレーションijをkなうことが9rます。80

アクチュエータyBでは、 になります。 � ��{とストレス�{を}~して�{�を��できます。50ch(3100),40ch(7210)

������は、YZ ��までの��が�Sです。����は、 �です。3,600 Max. 36,000

ストレス�{���は、�にi�の+-の��をkないます。

・+-が��した��。

アクチュエータを�Bしない��は、��、ijを��し、���i�を�り�すまで�R ¡となります。

アクチュエータを�Bしている��、ijは�¢しないで、�����のi�だけを.6¥に�¦から§り¨してijを©ªすることができます。

・i�の���が«��を�れた��。

アクチュエータを�Bしない��、そのi�®¯を°±しijを����して���i�を�¦から§り¨すのを�ちます。

アクチュエータを�Bしている��、.6¥に���i�を�¦から§り¨しijを©ªすることができます。

��

[\]^ij/マイグレーションij

プリント´µ[\��/コンデンサー ��IR

�てのi�を����します。 そ の¸、¹i�の�{は��したままの ¡で、¹i�をº»に��または��を��します。
アクチュエータを�Bしたシステムであれば、もし、+-i�がÁまれていた��、.6¥に+-i�を79し、�¦ÂからÃÄして��を
©ªします。 � i�の��¸、�i�の����をkい��をÅÆします。
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Ç°¥なシステムÈÉ

����の ��PID

5450 51,3100 ,8340A,7210/

W32-5450 80MIG/MIG エーディーシー

マイグレーション��
5450+3100( ch)��50

�BできるR Ë W32-5450 80-MIG R

W32-5450 -MIG R

W32-5450 80-NMIG

W32-5450 -NMIG

Ð® GP IB- ボード ÔÕ 6Ö×Ø

890,000	

790,000	
Windows
7/8.1/10/11
(64bit )ã
Excel
2010/2013/2016
2019/2021
(32bit Only)ã

NIê

NIê

ラトックシステムê

ラトックシステムê チャンネル %&'/*,�.の
�

 チャンネル コンデンサー 
�IR

ì は、 �のíîです。)5450/51,3100,8340A,7210 ADC

Max Ch

10ch

50ch

プリント:; コネクタの/

>?��/マイグレーション��



72101G
(ACTUATOR)

72101G
(ACTUATOR)

72101J
(MULTIPEXER)

72101J
(MULTIPEXER)

ADC 5450/5451� ADC 8340�

ADC 8340� ADC 8340�

3100 3100

31001G (ACTUATOR) 31001G (ACTUATOR)

31001J (MULTIPLEXER) 31001J (MULTIPLEXER)

3101 (Max.5 )ô 3101 (Max.5 )ô

7210  Max.4ô 7210  Max.4ô

@ソフトでサポートされる�JのKL

5450/5451 + 3100シリーズ 8340 + 3100シリーズ

5450/5451 + 7210シリーズ 8340 + 7210シリーズ

GP-IB GP-IB

GP-IB GP-IB

● を ôまでøª�Sです。7210 Max.4● を ôまでøª�Sです。7210 Max.4

7210
アクチュエータ
72102A/C

7210
アクチュエータ
72102A/C

7210
アクチュエータ
72102A/C

7210
アクチュエータ
72102A/C

�{ùúB �{ùúB

i�

i�

i�

i�

5450/51

7210
マルチプレクサ
72101J

����/

	
��


i� i�

i� i�

i� i�

i� i�

7210
マルチプレクサ
72101J

7210
マルチプレクサ
72101J

����/

	
��


����/

	
��


i�

i�

i�

i�

7210
マルチプレクサ
72101J

����/

	
��


�JKL-1

�JKLN3 �JKLN4

�JKL-2

ストレス�{のマイナス<し

���i�の.6§り¨し<し

このÈÉは、 を�Bする��だけのÈÉです。8340A

はバイポーラ�üですから、�{ùúは�ýです。5450

ストレス�{のマイナス�{�S

���i�の.6§り¨し<し

このÈÉは、 を�Bする��だけのÈÉです。8340A

はバイポーラ�üですから、�{ùúは�ýです。5450

ストレス�{のマイナス�S

���i�の.6§り¨し�S

ストレス�{のマイナス<し

���i�の.6§り¨し�S

���i�

.6§¨し

W32-5450 80MIG
(Max.80ch)

W32-54500 80MIG
(Max.80ch)

W32-5450 80MIG
(Max.40ch)

W32-5450 80MIG
(Max.40ch)

���i�

.6§¨し

5450/51

8340A 8340A

スキャナに をUVするYZのKLN7210
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\]「�JKL-1」のYZ

\]「�JKL- 」のYZ2

\]「�JKL- 」のYZ3

\]「�JKL- 」の のYZ4 40ch

7210

7210

7210

7210

7210

7210

7210

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

アクチュエータ 72102A/C

アクチュエータ 72102A

アクチュエータ 72102A

アクチュエータ 72102C

アクチュエータ 72102C

ストレス�{のþ�{��RSは<し、���i�の.6§り¨しRSは<し。

ストレス�{のþ�{��RSは<し、���i�の.6§り¨しÿり。

ストレス�{のþ�{��RSはÿり、���i�の.6§り¨し<し。

5450/5451
(8340A)

5450/5451
(8340A)

5450/5451
(8340A)

5450/5451
(8340A)

W32-5450 80 Max80chMIG で ��

W32-5450 80 Max40chMIG で ��

W32-5450 80 Max80chMIG で ��

�

�

�

�

�

��i�§¨しB ��i�§¨しB

��i�§¨しB

�{�E§�えB

�{�E§�B

`a

スタートすると、ファンクション･��
レンジ･����などを��した�、
 �されたﾞ���$で、 �され
た&'のデータを*+みます。/
0なら23�4も36することもが
きます。

Excelシートに*+んだデータは、キーボードからBCした

データとDじように、ExcelのIJをKLして、NO・QR・

STUをVWにXうことができます。 また、YZにデータが

*+まれる[\をExcelのグラフウィザードで��することが

bJですから D�にデータ*+ グラフdがリアルタイムにX

えます。

bdef アドイン�6�の	


mプログラムはExcelpのアドインとしてqNし
ます。Excelpからmアドインをrqすると、Ex
celシートpに、このウインドウがsわれます。
ファンクション,��レンジ,���$,*+&'
Uを��し「 」ボタンをクリックするとz{START
を��します。

このボタンをダブルクリックすることにより、
モードと モードを��に§�える5450/51 8340A

ことが�Sです。
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��giのjklm

���からデータの*+を��します。

「 」ボタンを�に�してから、「 」PAUSE START

ボタンを�すとスポット�L��モードになり、

「 」ボタンによるスポット��がbJになSPOT

ります。

���は「��」、ポーズ�は「��」、���

は「��」となります。

��ファンクションを��します。

・���� ���C�( )

・���� ���C�( )

・����

・�������

・ ¡¢£���

��レンジを �します。

¤¥は、「 」を �します。AUTO

��に¦Lする��をBCします。§¨1,000Vまで
です。 ただし、スキャナを¦Lする®¯、リレーカード
の§¨��±²より³い��に��しないようにご¶
·ください。

トリガº»を��します。

「¼½」は、 を ¾¿で��します。8340 FREE RUN

「パソコン」は、 の��となり、 �したHOLD MODE

���$Íにパソコンからトリガをかけます。

「Ï½ÐÑ」は、 の��となり、���HOLD MODE

のリアーパネルの「 」のÓÔによりTRIGGER INPUT

トリガがかかります。

5450 -に��した アドレスとDじÙを��GP IB
します。

BCしたÛての��º»の「ÜÝ」「Þ�」をXな
います。

データの*+をß���します。もうßàｸﾘｯｸすると、

*+をä�します。

データの*+を�åします。

「 」�、�£となり、ｸﾘｯｸするÍにデータを*りPAUSE

+みます。 スポットモードでは、データのサンプリング

に¦Lします。

シーケンスqNを に��します。ON
�è「※ 」をêëください。2����を��します。

・ ・2ms ・ 1 ・ 5 ・ 10500us PLC PLC PLC

・ 0 ・ 0 ・ 04 8 16PLC PLC PLC

GP IB- でòóしたÏ½���のデータをD�に
*+む�にチェックを3けます。

スキャナを¦Lする��の®¯、 に��します。ON
�è「※ 」をêëください。5

「スキャナ¦L」が の®¯、 だけを、OFF 5450

ディスチャージモードにします。もうßàクリック

すると、メジャーモードにøります。

「スキャナ¦L」が の®¯、アクチュエータ¦LON

なら、¦LするアクチュエータチャンネルをÛてON

にした�、ディスチャージモードになります。

もうßà、クリックすると、メジャーモードになり、アク

チュエータはÛて になります。OFF

マルチプレクサが の®¯だけ�£です。72101J/31001J

�C��によって、BCbJな§¨��が
�なりますから、 のマニュアルをêë5450
ください。

�C��のレンジを �します。
¤¥は、「 」を �します。AUTO

�C��の����です。
�	は、 3
のマニュアルをêëください。5450

��データを シート BCする�の��をExcel
��します。

データに23�4を36します。

データのBCと
にシートをスクロールします。

§�のデータ*+�、�����Uのヘッダを36
します。

����からの����を36します。

Step1 Step2と で２��の��&'/���$を

��できます。

��&'のBCは、§¨ 、���$の65,000

BCの§¨は、 です。36,000

��Ùが にBCされるÍに をp�きÜÝExcel Book

します。

VqNOをXいます。�è「※ 」をêëください。3

5450の���の��を���に��する®¯

はチェックを3け、�� �をBCします。

テキストボックスに から の"#でBCしま10 3600

す。このIJは、ストレス��を$6している®

¯にIJします。

���の%�は、��リミット'Ïに、��Ùで

の%�でもbJです。  �のテキストボックス

をダブルクリックしてください。

・アクチュエータを)み+んでいない®¯、��

�の��が��された®¯は、z{を��し、

*ó/�åの��+¡が ,されます。

・Vq-.しアクチュエータを)み+んでいる®

¯は、/0¯z1を-.し、z{は*óされます。

�è「※ 」をêëください。4

このテキストボックスには、���チェックの �

をBCします。

こテキストボックスをダブルクリックすると、���

%�Lの��ÙBC+¡が ,されます。

���は、2¤、 の��リミット��の��で5450

Xいますが、��ÙのÙによって���の%�を

Xうこともできます。このテキストボックスをダブルク

リックすると、���を%�するため��Ùの45

"#を �できます。この45"#をÏれると、�

��と%�され、Vq�にz{から6Ïされます。

ただし、このIJは、アクチュエータを)み+んだ

システムのみのIJです。�è「※ 」をêëください。4

スタートボタンをクリック�、78に��が��される

までの9:��をBCします。

ここをダブルクリックすると、��の��を;<
できます。(sec/min./Hr)

KEITHLEY2000からのデータを*り+みます。
>àの®¯、§¨ までの��がbJです。10ch

mプログラムのÛてのBCº»をmソフト?B�の
¾¿にøします。
BC��が@いためA-な��º»が/�7な
¾¿になった®¯にクリックします。

¸�「※ 」を��ください。1
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スポット��の®¯には、��B�に、「 」RETRY
ボタンが ,されます。
このボタンをクリックするとBZの��のリトライ
がbJです。 �è※ をêë( 6 )



nのo�

¹��の����は、���のマニュアルを�� さい。

 ¡���／��������のパラメータを�

�する®¯にチェックを3けます。 チェックが3い

ていると、��ファンクションにDEなく、「パラメー

タBC」 BCしたÙが���に��されます。

�Fの��を��します。

z1GさをBCします。

������FE'をBCします。

 ¡����FE'をBCします。

BCアンプのゲインを��します。

トリガ9:��をBCします。

オートレンジ9:��を��します。

����Zにディスチャージ/チャージJLをXい

たいときにチェックします。 チャージは����Ù

でXわれます。このJLは����Zに１&だけ7

Xされます。 シーケンスqNが の®¯はALさON

れません。ディスチャージとチャージの��を１Oから

1800Oの�でBCしてください。

PQの®¯は、スキップします。

¶)mIJを�£にするためには、�Rの¶·Y�

をêëください。

Û��をST�、Vq�にディスチャージ

をXいます。

¶)mIJを�£にするためには、�Rの

¶·Y�をêëください。

だけのIJです。W32-5450 80MIG

オートレンジUVXを��します。

オートレンジ��の®¯にだけIJします。
オートレンジングのレンジ"#を �します。

Z[dJLを��します。

��をSTするº»を��できます。
この��は、スキャナを¦Lする®¯は、
�£になります。

��Im�のブザー\を に��します。OFF

��データを シート BCする�Excel
 ']^でBCします。

インターロックIJを��します。
インターロックのqNの�	は、���3

のマニュアルをêëしてください。
インターロックがIJして�Cが になったOFF
®¯でも、ソフト_が��を��すると�Cが

に`aしますから¶·が/0です。ON
「インターロック&b」は、mソフトのcVのI
Jで、 を³��_ d-ったとき、��60V
�はef�に�Cを しますが、このIJはOFF
Bちに�Cを に`aさせます。ON

��で、�Cが になると/j¯な®¯にV-I OFF
¦Lします。

BC��に ΩをmB1k

����BZにオートゼロを7Xする。

���のパネルに>sàを ,する。
ただし、���に>sàセンサーがvwさ
れている/0があります。

インターロック���の、�C¾¿を��し
ます。

このyzをダブルクリックすると、テキストボッ
クスが ,され、ここにBCした��'pの
�CをXおうとすると、|}メッセージが ,
されます。

ディスチャージ��をBCします。
です。Max. 1800sec

PQはディスチャージ�しとなります。

ディスチャージ��をBCします。
です。Max. 1800sec

PQはディスチャージ�しとなります。

チャージ��をBCします。(Max.1800sec)

・コンデンサz{LIJ
5�の¨きなコンデンサのリーク����をXう
®¯、§�は����により��リミットが��
するためリーク��の��をXうことができません。
��リミットが��されるまで�って、��を�
�します。
YZに、��リミットの��を�つ§¨�ち��
を��しておきます。

・コンデンサz{LIJ
'pの��で��をXう®¯、まず、100V 100V

20mA�Cで��をXい、その�、��の��
に��します。
¤¥は、「Vq��」を¦Lしてください。

・コンデンサz{LIJ
z{ST�、コンデンサに�えられた��を
��するためのIJです。
5�の¨きなコンデンサを 'pでz{した200V
®¯、 _でダイレクトにディスチャージをXう5450
と のÜ�IJにより、 がフリーズします。5450 5450
このフリーズを&bするためのスロー��IJで
す。ここでBCした���$で、 づづ��を50V
ダウンしていきます。
しかし、¤¥は、「Vq��」を¦Lすれば、
スロー��IJを�めÛてカバーできます。

・コンデンサz{LIJ
5�の¨きなコンデンサのチャージされた��
をVq�に��するためのIJです。

'pで��されたコンデンサは、 _で200V 5450
ダイレクトにディスチャージすると、 のÜ�I5450
Jが�きフリーズしますが、このVq��は、その
s�を&bできます。
YZに、��が�Tするまでの§¨�ち��を
BCしておきます。

.6��/.6��を��した�は、YZ�ち��
を!"する#ýがあります。  $( )

※1

����を、 ポートからのBCデータRS232C
によりXいます。
�	は、�ページをêëください。

Ûてのチャージを�� にしてXいFREE RUN-
ます。���のチャージIJは¦Lしません。
シーケンスqNの �Ô がProgram 1,2,3,4,5
 �された®¯だけは、���のチャージIJ
が¦Lされます。

z1が���の®¯に��します。

z1がコンデンサーの®¯に��します。

5450レンジ;<�のÞみ�て&'。

5450 オートレンジでレンジ;<�Þみ�ての®¯
��レンジで��する。-->”F”

5450 FREE-RUN CH ON��の®¯�� を にして
-->”C”��モニターする。
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「Ö$%k」にチェックを'けると、(	
が°±され、Ö$)*を!"することができます。��に.6Ö$を にします。ON

ì !"+を�+にすると、.6スケーリングモードになります。)

NOのタイトルをBCします。

X Min�の ÙをBCします。

X Max�の ÙをBCします。

Y�の ÙをBCします。Min

Y�の axÙをBCします。M

X�のラベルをBCします。

Y�のラベルをBCします。

Y�� を ' ,します。

Y�を で ,します。LOG

NO¡�とするデータ'を

BCします。

グラフをデータBCシートp

にN¢します。

チェックが�い®¯は、グラフ

シートを£¤にN¢します。

ワークシートÂへのÖ$/

グラフシートへのÖ$/

p¥の「シーケンスqN」にチェックを3けると¦+¡が ,されますから
プログラム�Ôを��し、qNº»を§QにBCします。
・プログラム�Ô「０」は、サポートしません。
・シーケンス・プログラムの�	©ªは、���3
のマニュアルをêë�さい。

RS-232Cからのデータuvで
�をwxするlm

チェックを3けると、「 」ボタンをクリックした�、 のSTART RS232C
«Óデータで����がbJになります。

の«Óデータ�ちの�、「 」ボタンでも��を��RS SPOT232C
できます。

ここにBCしたテキストデータを«Óした�、��を��します。
�なったテキストデータは�¬します。
�してデータを«Óすると­®に「 」を¯します。OK

°¯し��をXう®¯、¤¥は、１&��ごとに からのRS232C
データ«Óを�ちます。
しかし、ここにチェックを3けると、§�の��だけが、RS232C
からのデータ«Óを�ち、それ'�は、 �された���$で
Vq�に°り¯し��をXいます。

RS232C¤Óのプロトコルを��します。

2m± と、²± によりVq�に2m±/²± ,が-³ります。Excel Excel
2m± でも²± ,する®¯にチェックを3けます。Excel

¥にスポット��をXう®¯にチェックを3けます。
¥に「 」ボタンが に��されます。PAUSE ON
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シーケンス{dのo�※2

d|giのo�※3

・「 」「 」の6Öは、 のマニュアルには12されていないORG.R ORG.C 5450
}.の6Öです。 ¸�「 」※ 「 」※ を��ください。( ORG.R 7 ORG.C 8 )



ストレス�}~��の��.��gi

「3��チェック」は、���4�の��にi�が[\5>したため、 に��リミッタが��しij�{がダウンしていないかを5450

チェックするRSです。

このRSは、スキャナ)*の	
の「��6Ö4�の��は、�にストレス�{を��する」にチェックを'けた��にÿ9になります。

「3��チェック」にチェックを'けると°±される3��チェック:;のテキストボックスをダブルクリックすると°±されます。

ここには、3��チェック�に��した�を�Bして、3����ÿ<の«¢をするための«��を!"します。

.6§¨しBアクチュエータが<み>まれたシステムでのみÿ9にRSします。

ストレス��$6�、 に¡し���に���チェックをXいます。ここでの、���とは、 の��リミット��を·´します。5450 5450

���をµ�すると、z{�のz1を¶々にスキャンし¸¹したz1をサーチします。 ¸¹したz1をºつけると、アクチュエータにより、

そのz1はz{&»から-り.されます。 し かし、¸¹にいたらなくても、¼'のz1の½¾¿dÛ�として���が��した®¯、

チャンネルÀに§z1を�cに��しても、�����0Áとなったz1をºつけることができません。 そのようなことをÂぐため、

ここで%�ÙをBCし、%�ÙをÏれたz1も¸¹と%åし、z{&»から-り.されます。����では、pÄÙだけをBCします。

����では、�ÄÙだけをBCします。ここのBCがPQの®¯、ÅLとして、スキャナº»��+¡の§チャンネルÀにBCした

�� のBCÙが%�Ùとして¦Lされます。Hi/Lo

ここで、¸¹と%åされて-り.されたz1のÆÇは、sÈ��ÙのBCシートの つ�ろのシートにBCされます。1

そのシート のÆÇのBC��は、 ÊË2�4 ���� /0¯ÌÁ チャンネル�Ô です。” ”,” ”,” ”,” ”

また、その�、%�ÙÏれにより¸¹と%åされた��Ùは、�の���には��はXわれませんが、そのセル�Í ��ÙとしてBC

されます。デッドショートの®¯は、�の��ÎÏセル�Í は とBCされます。Short

¶)

5450 5450の���チェックは、 り��リミット��をチェックするだけで、z1 の��は¥に$6された¾¿ですが、���が

��された®¯、¸¹したz1をサーチするプロセスにはいると、まず、アクチュエータのÛチャンネルを にして、Ûz1の��OFF

$6を�åします。そして、§チャンネルÍにÐ�に��を$6し、かつ、��をXいz1の¸¹を¾ÑをÒべます。

その�、Ûz1D�にÔの��が$6され、z{が*óされます。

z1のÕL�な¸¹が��しなくても、
ここにÙをBCすると、この"#をÏれ
たz1を¸¹と%åします。
もし、このQがPQの®¯は、¦Oの
��Lo/HiりQにBCが�れば、
このBCÙを¸¹の%åに¦Lします。
この¦OのBCもPQの®¯は、
ÕL�な¸¹だけがµ�の¡�になります。
「���チェック」にチェックを3けていない
®¯でも、スキャニング��BZの���
チェック�の%�には¦Lされますから、
ご¶·ください。

�{

?3��

Ch0 Ch0
Ch1 Ch1

Ch2 Ch2... ...

Ch3 Ch3

スキャニング�� スキャニング��

���チェック  ��
���チェック

 �����チェックで、��リミッタをµ�し、そのÌÁ
となったz1をµ�し、アクチュエータにより-り.し、��
リミッタ��を��する。
デットショートではなく、%�ÙÏれにより¸¹と%åした®¯は、
その��Ùが�の��ÎÏのセルにBCされる。
デッドショートの®¯は、�の��ÎÏのセル�Í は「Short」が
BCされる。

ストレス�{��を@うij�の3��チェックAB

★
+-

��リミット��
で��ダウン

¸¹z1を-り.し、
Ôの��にøす。

¸¹z1をµ�すると、
��ÙBCシートの つ�ろのシートに、1
そのÆÇがリアルタイムにBCされます。
¦から
23�4、����、s�Y�、チャンネル�Ô

���{ ���{ストレス�{
ストレス�{

※4
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��に¦Lする×Lチャンネルにチェックを3けます。

「ØÙ1」 「ØÙ 」でヘッダÆÇとして シートにBCする��にチェックを3けます。... 4 Excel
「 」の©ªは�ページêë。OFFSET

スキャナの��はYZ 0チャンネルまで��が�Sです。しかし、スキャナ に「 がCDされているE�により8 7210 72101J]

YZチャンネルがFまります。

��チャンネルの��Ùを ,�のÛての
チャンネルにコピーします。 た だし、リレー
�ÔのQはコピーから6Ïされます。

「Ûの��」で「 ,��」に��した��が
 ,されます。

��と��の�は、 を にするか、 を にして��を$6しóけるかの��をXないます。チェックを3けた®¯は、��と��の�、OPERATE OFF OPERATE ON

$6しóける��Ùを¦のQにBCします。 このストレス��Ùは、��に¦Lする����Ùとは À��です。 FX-³えLアクチュエータ �¥チェック( )

を¦Lすると、マイナスの��がBCbJとなります。

マルチプレクサのリレーを-り³え�は、ß��

に を にします。 チェックをÏすと、OPERATE OFF

が のまま、リレー-り³えをXいます。OPERATE ON

³���C�は、リレーがÜÝする®¯があります

ので/ずチェックを3けてください。

①

①

②

②

③

③��チャンネルを-り³えた�、そのチャンネルの����までの9:��をBCします。

Û��チャンネルの��ÎÏのÞ¯%�を シートにBCする®¯はチェックを3けます。Excel

「¤ß 」と「�� 」のº»BCの-³をXないます。Lo/Hi Lo/Hi

「¤ß 」の®¯、%�Ùの�_とp_Lo/Hi

をBCします。ここでの¤ßÙをÏれた��

Ùは シートに��でBCされます。Excel

「�� 」の®¯、この��Ùを �&'Lo/Hi

àóして��ÙがÏれると、そのz1はz{

&»から-り.されます。アクチュエータがá

âされていない®¯は、メッセージを ,し、

z{をß���し�I¾¿になります。

もし、PQの�がある®¯、その�の%�は

�¬されます。

また、ここでのBCÙの��は「Ûの��」で

��した「 ,��」になります。

7210を��した®¯に ,されます。

p¥でBCしたストレス��が�FX/ãFXかにより、 とz1とのòóのFXをアクチュエータリレーで-り³えます。また、FXをäåするため8340

のリレー�ÔをBCします。FX-³えLのアクチュエータリレーカードがvwされていない®¯はチェックを3けないでください。チェックが3いていな

い®¯はFXのäåはXなわれず、����とDFXの��が$6されます。

この「 」pをダブルクリックすると、ß�pのリレー�Ôを��にして�æçにàó�ÔとしてMUX

Vq�にBCしなおします。

/0¯z1をVq-.しするアクチュエータを¦Lする®¯にチェックを3けます。 ま た、この

「 」pをダブルクリックすると、ß�pのリレー�Ôを��にして�æçにàó�ÔとしてACTU

Vq�にBCしなおします。

z1ÀにアクチュエータのÕLチャンネル�Ô をBCします。(31001G,72102A/C)

z1ÀにマルチプレクサのÕLチャンネル�Ô をBCします。(31001J,72101J)

7210を��した®¯

このQのマルチプレクサ のèéされている の アドレスを��します。10ch 7210 GPIB

この アドレスは、§タブシートの Íに��します。¼'のタブシートにDじ アドレスGPIB GPIB10ch

の��がbJですが、タブシートをまたいで/àóにDじアドレスを��することはできません。

また、ここでの アドレスは、Ûの の アドレスとê¼しての��がbJです。GPIB GPIB7210

7210を��した®¯

このQのアクチュエータ のèéされている の アドレスを��します。10ch 7210 GPIB

この アドレスは、§タブシートの Íに��します。¼'のタブシートにDじ アドレスGPIB GPIB10ch

の��がbJです。

また、ここでの アドレスは、Ûの の アドレスとê¼しての��がbJです。GPIB GPIB7210

ストレス��のFX-³えLのアクチュエータのチャンネル�ÔをBCします。� ãの§ストレス/

���C�のòóチャンネルをそれぞれBCします。

ストレス��のFX-³えLアクチュエータをèéした の アドレスを��します。7210 GPIB

��の�、アクチュエータのÛチャンネルをON

にした¾¿で、マルチプレクサだけを-り³えて

��します。チェックが�い®¯は、マルチプレ

クサとDじチャンネルだけを にして��します。ON

まず、�Bするチャンネルグループ(10chHI)をダブルクリックして にしてください。このJKをダブルクリックすると10Chを1グループとしON

て、タブシート»に�Lして / を��できます。�チャンネルを にすると、グループが になります。ON OFF OFF OFF

3100 7210と をダブルクリックで-りìえができます。

3100を��した®¯、
GPIBアドレスを��します。

BBM/MBBのモードを��します。
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�� �� ��

9"�{

ON

OFF

Ch-1 Ch-2 Ch-3

「リレー§�¸、��
6ÖまでのNO��」

��

��

��

��

��

��

��

��

��

・シーケンス6Ö の�OFF

ト リガNO��

・シーケンス6Ö の�ON

チ ャージ��

スキャンRS スキャンÅÆ

・��6Ö4�の��は、�{を�
�しない。
・リレー§��、オペレートを��OFF
する。

・��6Ö4�の��は、�に�{
を��する。
・リレー§��、オペレートを��OFF
する。

・��6Ö4�の��は、�{を�
�しない。
・オペレートを のまま、リレー§�ON
をkう。

・��6Ö4�の��は、�に�{
を��する。
・オペレートを のまま、リレー§�ON
をkう。

9"�{

9"�{

9"�{

ON

ON

ON

OFF

OFF

OFF

�k�}タイミングチャート

シーケンス6Ö

の��ON

スキャナのo�(2/2)

��º»に¯íしたz1をµ�し、z{��の

メッセージを ,している��C��を のままON

Üîする/0がある®¯、チェックを3けます。

Vq-.しLアクチュエータを¦Lしない®¯

にだけAUされます。

このボタンを にして、「�� 」「�� 」の��Ù¤ßをBCします。ON Lo Hi

��ÙがここでBCした"#をÏれると、そのz1はz{&»からVq�に-.されてz{が*óされます。

Vq-.しLアクチュエータが)み+まれていない®¯は、/0¯z1�Ôを ,してz{がß���します。

また、 ページの「ストレス��$6�の%�º»」がPQの®¯は、ここでBCされているÙが¦Lされます。4

��º»が、ここでのÙをàóして¯íした®¯にだけ、そのz1がz{から6Ïされます。

��º»として、���� ����/����をz{���、 シートにBCします。ただし、シーケンスqNの「 」が��された®¯だけです。/ Excel .RORG

SPOT PAUSE START��の®¯ を�した�、 を�す( )

Í&z1を*りìえながら、 ボタンにより��を7Xする�にチェックを3けます。Z&の¸¹チャンネルUの��ïðがÍ&キャンセルされ、SPOT

Ûチャンネルの��をXいます。��のリトライなどにも¦Lできます。また、��ZのカーソルをñqしてBC�Íの;<がbJです。

チェックが�い®¯は、Z&の��で¸¹チャンネルとなったチャンネルは、�からスキップします。

��$6B�のラッシュ��を&bするために¦Lします。シーケンスqN「 」を��した�だけ、¦Lされます。ORG.R

�����、ここで �した�����の��Ùで��リミット��を��します。

また、「 」の®¯は、¸¹µ���に¦Lされます。この��の ò��しても の が�6されないと¸¹と%åします。ORG.C 10 5450/8340 LIMIT

¸¹チャンネルをµ�したとき、 シートにBCするメッセージをVWにBCしてください。Excel

10 Excelチャンネルの§グループÍに、��をスキップするチャンネルも シートにPQを�Üします。

チェックを3けないと、��をスキップするチャンネルはóめて、��Ùを シートにBCします。Excel

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤
ì  1①から⑤のRSは、コンデンサのリーク����をX�したRSで、 でサポートされます。) W32-5450 80MIG
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OFFSETに'ÙをBCすると、シートに��Ùを
BCする�、 をôいたÙでBCされます。OFFSET
ここでのBCÙの��は、 です。A,V,Ohm
��õにÜ�としてBö��をmBした®¯、
その��Ù�を��する®¯に¦Lします。

にチェックが�る�しにかかわらず、OFFSET
のSTはXわれますので、 STOFFSET OFFSET

をXわない®¯は、PQにしてください。



「 」のbdefRETRY※6

スポット��モードで��をkうと「 」ボタンが°±されます。RETRY
 1のZ[で、\��をkうことができます。

�チャンネルを\��します。

 ]^Õ�を�れたチャンネルだけを\��します。
デッドショートのチャンネルは、��_にÄ�されるため�`になりません。( )

Â]^Õ�を�れたチャンネルだけを\��します。

 1)*のチャンネルの\��をします。
・ ]Â]^Õを�れたチャンネル
・ ]Â]��)*を�れたチャンネル
・レンジオーバーのチャンネル

ìc)
リトライ��をkうと、リトライ��_の��defgはhわれます。
\々��の��は、Y¸のリトライ��defgに´づき��がkわれます。

Ver15

ì シートに!"される���のlのcm)

n lo�に��された���:

q l «�� を�れた���: Lo

s l «�� を�れた���: Hi

uvl��� を�れた���: Lo/Hi

uwl´x��チャンネル:

uylレンジオーバーzの���{�。:
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このシーケンス6Öは、|�チャンネルの����を��する��のスピードアップを$ることを�¥としています。

/えば、 チャンネルの���i�を��する��、¹チャンネル}に、 ~チャージと��を�り�すと ~をýしますが、このシーケンス20 60 1200

を�Bすると、 ~チャージは�チャンネル��にkい、その¸、チャンネルごとの��をkいますから、 ~を ~��まで+�できます。60 1200 70

スキャナを�Bしての��の��だけ、「 」をZ[してください。スキャナを�Bしない��は、プログラム®¯「 」をZ[してください。ORG.R 1

「 」のシーケンス6Öは、 (�の��RSではなく、(ソフト]によるRSです。ORG.R 5450

コンデンサの��の��$は、１ ページを��ください。8

チャージ�� ����( )

をBCします。

を÷îしてOPERATE ON-

チャージqNをXいます。

チャージ�� ����( )

をBCします。

このモードでは、 の5450

パネルに の ,Charge

はされません。

を÷îしてOPERATE ON-

チャージqNをXいます。

ディスチャージ�� ����( )

をBCします。

'�をBCすると、0.005

ディスチャージはXわれません。

ディスチャージ�� ����( )

をBCします。

'�をBCすると、0.005

ディスチャージはXわれません。

「 」を��すると、Vq�に、ORG.R

この øùにチェックが3きます。2

このチェックを�6することはできません。

ì (RSは だけでサポートされています。) W32-5450 80MIG

「��リミット79のNO」につてい  $( (A))

コンデンサの����ú] コンデンサの����ú]

fÄ��Ù

fÄ��Ù

��

��

��$6

��$6

【��の��】 【��リミット79NOを��した��】

5450のß��に��fÄが��し、

ソフトが、その��fÄをûüし、

��を�åする。

ß��に��する��fÄも、

�¥と%�する。

9:��の�に��した��fÄは、

キャンセルし、9:���の��fÄだけが

µ�される。

9:��は、コンデンサの5�により�なるため、

ユーザ_でzXþÿによりA�な��を��

する/0があります。

ß��な½¾��に¦Lするために、mソフトはß��に��する��� ��fÄ もµ�できるように�Nされております。( )

しかし、コンデンサのように��$6�に��するラッシュ��による���もµ�し、��を�åします。

このラッシュ��による���åが/j¯な®¯は、「��リミットµ�の9:」にA-な9:��を��することにより、&bすることができます。

A

��レンジが、 に��AUTO RANGE-

されている�、��BZに、ß�、20mA

-レンジに��し、その�、AUTO RANGE

にøしてから、��をXいます。

��レンジが、 ではない®¯、AUTO

この��は�¬されます。

8340モードを��したYZ

5450モードを��したYZ

チャージ�T�の
��ÙのÞみ�て&'。
ここで��した&'をÞ�て
た�のデータを��Ùと
します。

「Þ�」½�を、「 」+「クリック」すると、「 」Ctrl AUTO 20mA START
が ,されます。

シーケンス{d「 」の{defORG.R※7
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6Öシーケンス

チャージ��

チャージ��

ディスチャージ��

リレー-³�、

��qNまでの

ディレー��

トリガ9: ����に�Ýする

����

��データ

*り+み��

CH-1の�� CH-2の��

OPERATE ON
OPERATE ON

OPERATE OFF

ストレス��$6

の®¯は、��Ù

を;<。

A
A

オペレート の�、 の��を�った�、�����をXいます。ON ”A”

アクチュエータをèéしていないシステムでは、���の��を��すると、

|}を ,��します。

アクチュエータをèéしている®¯は、そのÌÁのz1をVq�にµ�し、

6Ïした�、��を*óします。
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シーケンス{d「 」の{defORG.C

このシーケンス6Öは、|�チャンネルのZ��のコンデンサの�れ��を��する��のスピードアップを$ることを�¥としています。

4Âの��の����>、����による�«���、����の�o>などが��されています。100V

スキャナを�Bしての��の��だけ、「 」をZ[してください。また、��$は、１ ページを��ください。ORG.C 9

スキャナを�Bしない��は、プログラム®¯「 」をZ[してください。1

「 」のシーケンス6Öは、 (�の��RSではなく、(ソフト]によるRSです。ORG.C 5450

��{/Z��のレベルによ ては、��ができない��がありますからごìcください。

チャージ�� ���� をBCします。( )

'pで��をXう®¯、まず、100V

で３O��し、その�、��100V/20mA

��に��し、ここでBCした��の��

をXいます。

このモードでは、 のパネルに の5450 Charge

 ,は§�の O�だけです。3

その�は��モードで をOPERATE ON-

÷îしてチャージqNをXいます。

�	のプロセスは�¥Oをêëください。

チャージ�� ���� をBCします。( )

'pで��をXう®¯、まず、100V

で３O��し、その�、��100V/20mA

��に��し、ここでBCした��の��

をXいます。

このモードでは、 のパネルに の5450 Charge

 ,は§�の O�だけです。3

その�は��モードで をOPERATE ON-

÷îしてチャージqNをXいます。

�	のプロセスは�¥Oをêëください。

ディスチャージ�� ���� をBCします。( )

'pのz{では、��を まで、200V 100V

ゆっくり�げながら��し、 から の100V 5450

ディスチャージモード ñXします。

ディスチャージ�� ���� をBCします。( )

'pのz{では、��を まで、200V 100V

ゆっくり�げながら��し、 から の100V 5450

ディスチャージモード ñXします。

「 」を��すると、Vq�に、この øùにORG.C 2

チェックが3きます。

このチェックを�6することはできません。

ì (RSは だけでサポートされています。) W32-5450 80MIG

��レンジが、 に��AUTO RANGE-

されている�、��BZに、ß�、20mA

-レンジに��し、その�、AUTO RANGE

にøしてから、��をXいます。

��レンジが、 ではない®¯、AUTO

この��は�¬されます。

��レンジが の®¯、��を１&AUTO

Xい、その��Ùは�¬し、�の��

は、�&の��Ùが��できるレンジに

��し��をXい、その��Ùを L

します。

�&の��は、�¥の( 20mAAUTO

の��に じてXわれます。START)

※8

8340モードを��したYZ

5450モードを��したYZ

チャージ�T�の
��ÙのÞみ�て&'。
ここで��した&'をÞ�て
た�のデータを��Ùと
します。

「Þ�」½�を、「 」+「クリック」すると、「 」Ctrl AUTO 20mA START
が ,されます。

※A

※A

※B

※B
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チャージ、ディスチャージのそれぞれの.6にチェックを'けない��の6Öシーケンス
チャージ��

 �チャージ

リレー-³�、

��qNまでの

ディレー��

トリガ9: ����に�Ýする

����
��データ

*り+み��

�{

��

100Vまで、

~� で3 20mA

チャージ

ij�{まで、

でチャージ10mA

ディスチャージ

ディス
チャージ
��

スロー��の��
CH-1の�� CH-2の��

���チェック

コンデンサの��をXう®¯、ディスチャージのVqにチェックを3けることをeくお�めします。
コンデンサのスロー��の��は、コンデンサの5�により¨きく�なります。このスロー��の��に¸すぎる��をBCした®¯、コンデンサの��が�Ûに
Xわれなかったり、 'pの����では���にダメージを
える®¯もあります。200V
スロー����が���ない®¯、Vqにチェックを3けると、このスロー��の��をパソコンがVq�に�Lします。コンデンサのÐÑ��が になるまで、1V
パソコンがVqf�をXいます。
この®¯のディスチャージ��は、ÐÑ��が に��した�の�Ø����になります。 �	は�ページをêë1V ( )
Vqにチェックを3けると、§¨�ち��のBC+¡が ,されますから、���い��をBCします。
Vqディスチャージモードで、この§¨�ち��を��しても��が�Tしない®¯、|}+¡が ,されますから、*óするか、�åするかを ,します。

¨5� ' のコンデンサの®¯、Böに ΩZ�のÜ���をòóして��してください。 の��BCÐÑにダメージを
えることをÂ�するためです。ì) ( 100uF) 10k 5450

コンデンサの��をXう®¯、チャージのVqにチェックを3けることをeくお�めします。
z1 コンデンサ のチャージ��が��できない®¯は、Vqにチェックを3けます。 の��fÄが�6されるまで( ) 8340
の��をパソコンがVq�に�Lします。この®¯のチャージ��は、��fÄが�6されてから、������までの
9:��を·´します。��が��するまでの��をチャージ��としてBCします。 �	は�ページをêë( )
Vqにチェックを3けると、§¨�ち��のBC+¡が ,されますから、���い��をBCします。
Vqチャージモードで、この§¨�ち��を��しても��が�Tしない®¯、|}+¡が ,されますから、*óするか、�åするかを ,します。

��ダウン

��ダウン

��ダウン

※A

※B
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���{ i� コンデンサ X¡�� ４ºの��410V, (300uF + 10 ) *KΩ

���コンデンサのYZの「�{チャージ」と「�{ディスチャージ」の{d

.6����

( )PC]で§�

����

コ
ン

デ
ン

サ
の
¨
©

�
{

8
3
4
0
の

�
�

�
�

�

���� ªcキー!"( )

��までのNO��

.6���� ( )PC]で§�

���� ªcキー!"( )
��の«¬����%k

�� ��

ここでは、­38sec ここでは、­95sec

+V

10kΩX¡��

¯i�
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��を にjkしたNExcel

スキャナ しでの
�¡¢N

スキャナをUVした
�¡¢N

ijをRSすると、°±°±�シートの°カーソルI²から A³へ��データの!"がkわれます。

また、ストレス�{��ijの3��チェックで���を79したi�は、その´�とi�®¯が に!"されます。!"されるシートは、��データをExcel

!"するシートの1つ¸ろのシートになります。もし、そのシートが<い��は、.6¥にÖÉされます。

��が¤¥したYZの¦§lm

5450の3��を79して、ijが��した��

���がij��)*に�¶して、ijが��した��

5450の���をµ�してz{が��すると、�+¡を ,してz{が��します。

この®¯どのチャンネルのz1が¸¹¾¿にあるのかパソコン_で�Àできないため、もし、「��*ó」を

する®¯は、ユーザ_で¸¹したz1をÒ�し、そのチャンネルのz1を*�り、�つ��チャンネルの

チェックをÏしてから「��*ó」をクリックしてください。 「 ���$��」の®¯は、「z{*ó」をクリック

すると����を�たずに­®に§�の��をXいます。

「z{*ó」の®¯、£しいz1に3けìえて「z{*ó」をクリックすることもbJです。

「���å」をクリックするとBちにz{をSTします。

YZにBCした��º»に¯íしてz1をµ�してz{が��すると、�+¡を ,してz{が�

�します。 +¡には、��º»に¯íしたz1のチャンネル�Ôが しされます。

もし、z{を*óする®¯、そのチャンネルのz1を*�った�「 」をクリックしてください。その�のOK

��ではここで ,されたチャンネルの��は6Ïされます。 「 ���$��」の®¯は、「 」をクOK

リックすると����を�たずに­®に��をXいます。

「キャンセル」をクリックするとBちにz{をSTします。

ì ���i�の.6§¨しBアクチュエータ が<み>まれていない��にのみ��されます。) (72102A/C)

ì シートに!"される���のlのcm)

n lo�に��された���:

q l «�� を�れた���: Lo

s l «�� を�れた���: Hi

uvl��� を�れた���: Lo/Hi

uwl´x��チャンネル:

uylレンジオーバーzの���{�。:

Ver15
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¨©
�Jマルチメータ«のo�lm( )

Ï½���とは - でパソコンとòóされている/0があります。(�O)GP IB
Ï½���から�られてくるデータのフォーマットは、 であり、¼'のデータの®¯(Max10¶)、データ�はコンマで -られている/0がASCII
あります。
¶)Ï½���からのデータ*り+みは、Ûての���との¤ÓをÜ!するものではありません。

もし、Ï½���からデータを«け*る�、クエリーコマンドをYZに�Óする/0がある�、ここに�Óする
クエリコマンドをBCします。ほとんどの®¯、PQで です。OK
もし、マルチメータが コマンド # のものでしたら、�¥のコマンドのどれかが¦Lされます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

Ï½���のデータ«Ó�にトリガが/0な�、チェックをつけます。

Ï½���の - アドレスを��します。GP IB

*り+んだデータに、�¥$TをXった�、Excel BCします。
Excel のBCÙ = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcel BCするY�をここにBCします。
PQの®¯、「Ï½���」がBCされます。

����Zに、���に�Óするコマンドがある®¯は、ここにBCします。 ファンクションやレンジ-³えのコマンド
をBCします。 ¤¥はPQです。

���のデリミタを��します。¤¥は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「'·コマンド」からトリガのæ(を��します。GET TRG
¤¥は、「 」の��をします。GET
「'·コマンド」を��した®¯は、トリガコマンドをテキストボックスにBCします。

Ï½���のデータに$TJLをXうときにチェックします。 ¼'のデータが«Óされた®¯は、そのÛての
データに、�¥にBCした$TがXわれます。

Ï½���のデータを'Ùとして)うか、yzとして)うかの��をXいます。
¤¥は「'Ùデータ」に��します。

Ï½���から¼'のデータが�Óされる®¯、データの -りyzを �します。
ß��には「コンマ」が¦Lされます。

GP IB-

３．９９９
5450 7210

�J���
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��レンジを / で-³えます。AUTO MANUAL
のﾁｪｯｸをÏすとレンジBCLテキストAUTO

ボックスがsれますからレンジをキーボードか
らBCします。./なÙをBCする/0はあ
りません。BCされたÙにß�0い１つpの
レンジに��されます。

トリガæ(を��します。
「 」は、���も ¾¿をFREE RUN FREE RUN
Üîします。
「パソコン」は、����Íにパソコンが��
�にトリガを�Óします。���は ¾¿HOLD
になります。
「Ï½」は���リアーのトリガリンクÐÑに
D�してサンプリングをXないます。

��のトリガディレイ��をBCします。
¤¥は、PQまたは「0」をBCします。

スキャナカードを¦Lして��する®¯に
チェックを3けます。

の®¯だけのIJです。W32-2000MPX

サンプリングレートを��します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

アベレージングIJを にし、そのº»を��します。ON

���m�で��した - アドレスとDじGP IB
Ùを��します。

��ファンクションを��します。
����, ����, ��2âDC AC

��4â,>à, ú', �から��。

��データをE'$Tして、そのÎÏを
ExcelシートにBCします。
�¥+¡が ,されますから、E'A,Bと
その$TÎÏの��をBCしてください。

��ÙをExcel BCする�の��を��し
ます。 「 7Ù」は、��ファンクションにより
「V」「A」または「Ω」の��でBCします。
「E'$T」を�£にした®¯は、この
��は�¬されます。

1¡Ù��を にします。ON

¬­の
�

��のファンクションで「>à」を��します。

2�¡のタイプを��します。 K, J, T( )

>àの��を��します。 C,F,K( )

アベレージングIJを にし、そのº»をON
��します。

サンプリングレートを��します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

®¯°・®²の
�

��のファンクションで「 ú'」または
「 �」を��します。

��する��レンジを��します。

GP IB-

３．９９９

�J���

5450

7210

KEITHLEY 2000を¶Vした
�

KEITHLEY 2000
SCANNER CARD- �

Â1のR�の��を�て に��した��、��は 1の·®で%kされます。ON

1. 2000KEITHLEY

2. �J���

3. 8340+7210

|�¸¹の×Øº�や�{などの��をyBする��に�Bします。

º�の��、YZ チャンネルの��がyBできます。�{の��、YZ チャンネルの��がyBできます。9 10
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000- Scanner  CardSCAN

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４¨©��のd�

４¨©��の��

は、この「 」SENSE

ラインを¼���

します。

２¨©��の��

は、この「 」INPUT

だけをd�します。

２¨©��のd�

２¨©��のd�

４¨©��

２¨©��

Model2000-SCAN スキャナカードをUVした
�lm

��するチャンネルにだけにチェックを3けます。
��チャンネルはàóしている/0はありません。

��ファンクションを��します。§チャンネルÍに�なったファンク
ションの��がbJです。 た だし、àóしたチャンネルでÛてDß
のファンクションに��すると3いスキャニング��がbJになります。
その®¯、 ��で の��に0する��は4 Oです。DC 10ch 1.1
1～5 では、４ÐÑ����の��がbJですが、４ÐÑ����をch
��すると、その¡になるチャンネルの¦Lはできなくなります。 7え
ば、 を４ÐÑ����に��すると は¦Lできなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカード�B」にチェックを'けると、 1	
が°±されますから、スキャン��の)*を��します。「リレーカード�B」チェック
が'いた ¡から 1	
を°±するためには、��チェックを�してから\�チェックを'けます。

¹チャンネルの��ファンクション}のサンプリングレイト やアベレージング、¿��タイプzの��)*は_ページの( , , )FAST MID SLOW
¹ファンクション��	
でÀ_に��しておいてください。

§チャンネルの��Ùに$TJLをXった�、 のBCをXうExcel
®¯は「$T」にチェックをつけ、「E' 」「E' 」「��」にA-なÙA B
をBCします。

のBCÙ ��Ù E' E'Excel = ( - B ) * A

スキャナカードの»�N

スキャナカードに - を¦Lするときにチェックを3けます。TC SCAN

- では、 -1を8>��に¦Lするため��に¦Lできません。TC SCAN CH

１つでも>àを��するチャンネルがある®¯、 を��します。JUNCTION

¤¥は、「 -1」を��します。CH

��3àの��

§チャンネルの��ファンクションが�なっている®¯、または、��チャンネ

ルに9;けがある®¯、 を410ch 1.5sec

10ch��するÛチャンネルがàóで、��ファンクションがÛてDじ®¯、 を

4 です。0.4sec
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「 」ボタンをÂした¸、「 」SHIFT DIGITS
( )ボタンをÂします。GPIB
 1のように「 」にして「GPIB ON ENT
」ボタンでW�します。ER

���の - アドレスをªcのアドGP IB
レスに��し「 」ボタンでW�ENTER
します。

���のラングエッジを「 」に�SCPI
�し「 」ボタンでW�します。ENTER

① ② ③

¶) (ソフトを�Bする_に、À_に、 1のÃ·で���の「 - 」、「 - アドレス」、「 」に��GP IB ON GP IB LANGUEGE  SCPI
して²いてください。

SCAN スキャナカードをUVした
¡¢のN

8340+7210の��� KEITHLEY SCANNER2000+ の��� �J���

ì シートに!"される��のlのcm)
nlo�に��された���:
ql«�� を�れた���: Hi/Lo
sl��ÄÅ��により��できなか た。:

ま たは、��� を�れた���。Hi/Lo
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���のコンデンサのリーク�.
�のlm

+

+

-

-

5450

A Input

Lo

Lo

GUARD

G DN

Vsource

Hi Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

JP2

JP4

JP3

JP8

JP20

JP1

JP5
JP6

JP7

JP19

JP21

JP22

JP23

JP24

JP30

72101J

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

GUARD

トライアキシャル
ケーブル

トライアキシャル
ケーブル

Hi(q)

(n)

GUARD(s)

アクチュエータ 2A/C7210

5450/7210 ¡�½の |

COM A

DRIVING

GRD

DRIVING GRD

���i�.6§¨しB

DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

10KΩ

10KΩ

10KΩ

10KΩ

10KΩ

+-X¡��

+-X¡��

+-X¡��

ì このRSは、「 」のソフトÇ®だけでサポートされるRSです。) W32-5450 80MIG

(システムの(rの�¥は、[\�や���È�の]^EÉÔや、マイグレーションijを�¥

としています。Êいまして、��が�SなコンデンサのËÌにÅÍがあることにìcしてください。

Îに、 の�üの��にÏります。5450

�ü��は、 です。5450 100V(Max 20mA), 1000V(Max 10mA)

を ºøªし、 ��でのijはWÐされております。200uF 10 400V

(システムでZ��のコンデンサのリーク��ÉÔをkう��、Ñに、 1のÒにìcして さい。

. コンデンサのブレークダウンによる+-��をÄÅするため、 1の��$のように、i�に1

ÓÔにX¡��をøªしてください。 1では、 の��を�Bしています。10KΩ

ijRS�のチャージ��はÕKÖく� てください。2.

Z��のコンデンサに�{を��すると、Zきな����が�れるため「 」に��ÄÅが5450/51

��し、��が×むにÊ て��がÙÚし、��ÄÅがÛÄされます。

��ÄÅが��している ¡ではo�な��ができませんので、チャージ��ÅÆ�Òで、

��ÄÅがÛÄされている#ýがあります。

/えば、 を ºøªし、 のijをkう��、 ~から ~��のチャージ��が#ý200uF 10 400V 40 60

です。

. ��{でのijÅÆ¸の.6��RSを�§に��してください。3

��{でZ��のコンデンサのijをk た¸、そのまま�²すると、Ü�のÝÞがあるため、

ij¸の.6����をk てください。

(ソフトのij¸の����の)*を�§に��する#ýがあります。

また、ソフトによるÃ6ßÖで��するRSもBcされています。

●

●

●
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z{�、z1に¥にß�の��を$6しóけるためには、

マルチプレクサには、 タイプを¦Lし、/ず、�¥の��72101J

にチェックを3けてください。

5450の�Cを に÷îしたまま、§チャンネルの��をON

��します。チェックをÏすと、チャンネル-³え�、ß�、

の�Cを して-³えをXいます。5450 OFF

アクチュエータリレーを)み+んだシステムの®¯は、

Û��チャンネルを にした¾¿で、§チャンネルの��ON

をXいます。チェックをÏすと、��するチャンネルだけを

ONにして��をXいます。

¤¥はチェックを3けた¾¿にします。

��をXっていない��>でも、z1にストレス��を

$6しつづけます。����とストレス��がDじ®¯

は、ここに����とDじ��ÙをBCします。

1.「¾½½¿
�」のgiをjkしてください。

2.���、�ÆにÇ��}を~�しÈけるlm

「Û��Zのチャージ/ディスチャージJL」にチェックを3けます。

ディスチャージ��は、PQにします。 ディスチャージはスキップします。( )

チャージ��にA-な��をBCします。 Oから O@àが��です。40 60

チャージ��¼に の ��fÄ が/ず�6される/0があります。5450 ( )LIMIT

しかし、「Vq��」にチェックを3ければ、����のAáは/0になります。

20mA/100V
2でチャージ ~

ij�{
でà���チャージ
10mA

����ON

����ON

����OFF

����OFF

��

�{

��

��

���S

���S

3.
�\に、ÊËにÌいチャージ¾½をo�してください。

BCアンプUVは、「 」を��します。ExFast(10000)

����;�

ij�{まで、

でチャージ10mA

100Vまで、

~� でチャージ3 20mA

���� .6にチェックを'けない ��の6Öシーケンス( )

コンデンサの��をXう®¯、チャージのVqにチェックを3ける
ことをeくお�めします。
z1 コンデンサ のチャージ��が��できない®¯は、Vqに( )
チェックを3けます。 の��fÄが�6されるまでの��を5450
パソコンがVq�に�Lします。
この®¯のチャージ��は、��fÄが�6されてから、��
����までの9:��を·´します。��が��するまでの
��をチャージ��としてBCします。 �	は�ページをêë( )
Vqにチェックを3けると、§¨�ち��のBC+¡が ,され
ますから、���い��をBCします。
Vqチャージモードで、この§¨�ち��を��しても��が�
Tしない®¯、|}+¡が ,されますから、*óするか、�å
するかを ,します。

��する���$や��&'を��してください。
z{��は、���$ ��&'でBまります。*
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4.��ÍÎÏ、�Æの�Ðを�{ÑにディスチャージしてÒさい。

z{ST�、z1に��を��したままにしますと、û�UのCDがありますから、

z{ST�、Vq�にディスチャージするようにしてください。

また、 'pのz{をXった�、z1に��がEった¾¿で の�Cを にすると、200V 5450 OFF

z1_から に��が$6され、 がVFÜ�のため|Çブザーをならします。5450 5450

このブザー\が��すると、 ¤ÓがGåされ、¤Óエラーが��します。GPIB

この®¯は、ディスチャージと
に、「スロー��」にチェックをつけ、��をBCしてください。

¶)

5450mIJは、 のJCの"#¼で、Vq��をアシストするためのIJですが、Ûてのz1

において、�ÛなVq��をÜ!するものではありません。

z1の5�の¨きさやz{��によっては、�Ûな��をできない®¯もあります。

z{ST�の、Vqディスチャージにチェックを3けます。

ディスチャージの��をBCします。

コンデンサの5�がHさい®¯、スロー��でも��がbJです。
スロー��にチェックを3けた�、その��をBCします。z{��が200V'pの®¯は、
Iしづつ��をダウンし、150V'�になるまでóけます。z1の��がその��で、Iし
づつ にJい+まれディスチャージします。この��でのディスチャージJLが�T5450
するのを�ち、�のダウンの��にñXします。
§��でのディスチャージの�ち��を、ここのテキストボックス BCします。
7えば、z1Û5�が200uF@àで、400Vのz{��の®¯は、41O。
z1Û5�が2000uF@àで、400Vのz{��の®¯は、46O@àです。
この��が¸すぎると、 の|ÇブザーがKり、パソコンとの¤Óエラーが��し、5450
z1の��が�Tしません。
zXþÿで、�¥に��が�Tする��をBめてください。

z1ÐÑ��

��

z{��

ディスチャージ

スロー��の��

.6にチェックを'けない��の6Öシーケンス

コンデンサの��をXう®¯、ディスチャージのVqにチェックを3けることをeくお�めします。
コンデンサのスロー��の��は、コンデンサの5�により¨きく�なります。このスロー��の
��に¸すぎる��をBCした®¯、コンデンサの��が�ÛにXわれなかったり、 'p200V
の����では���にダメージを
える®¯もあります。
スロー����が���ない®¯、Vqにチェックを3けると、このスロー��の��をパソコン
がVq�に�Lします。コンデンサのÐÑ��が になるまで、パソコンがVqf�をXいます。1V
この®¯のディスチャージ��は、ÐÑ��が に��した�の�Ø����になります。1V
�	は�ページをêë( )
Vqにチェックを3けると、§¨�ち��のBC+¡が ,されますから、���い��をBCします。
Vqディスチャージモードで、この§¨�ち��を��しても��が�Tしない®¯、|}+¡が
 ,されますから、*óするか、�åするかを ,します。

¨5� ' のコンデンサの®¯、Böに ΩZ�のÜ���をòóして��してください。ì) ( 100uF) 10k

の��BCÐÑにダメージを
えることをÂ�するためです。8340

��ダウン

��ダウン

��ダウン
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���{ i� コンデンサ X¡�� ４ºの��410V, (300uF + 10 ) *KΩ

���コンデンサのYZの「�{チャージ」と「�{ディスチャージ」
にチェックをÕけたYZの{dシーケンス

.6����

( )PC]で§�

����

コ
ン

デ
ン

サ
の
¨
©

�
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5
4
5
0
の

�
�

�
�

�

���� ªcキー!"( )

��までのNO��

.6���� ( )PC]で§�

���� ªcキー!"( )
��の«¬����%k

�� ��

ここでは、­38sec ここでは、­95sec

+V

10kΩX¡��

¯i�
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.6����

.6����

( )PC]で§�

( )PC]で§�

����

����

コ
ン

デ
ン

サ
の
¨
©

�
{

コ
ン

デ
ン

サ
の
¨
©

�
{

5
4
5
0
の

�
�

�
�

�
5
4
5
0
の

�
�

�
�

�

���� ªcキー!"( )

���� ªcキー!"( )

��までのNO��

��までのNO��

.6����

.6����

( ]で§�)PC

( ]で§�)PC

��%k

��%k

ここでは、­15sec

ここでは、
­5sec

ここでは、­36sec

ここでは、­21sec

���{ i� コンデンサ X¡�� ４ºの��200V, (300uF + 10 ) *KΩ

���{ i� コンデンサ X¡�� ４ºの��100V, (300uF + 10 ) *KΩ

���� ªcキー!"( )
��の«¬��

���� ªcキー!"( )
��の«¬��
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z1ÐÑ��

��

����

ディスチャージ

スロー��の��

5.Ö{により�Æをディスチャージする。

sÈòóされているz1を、 をLしてディスチャージします。5450
「スキャナ¦L」を にした¾¿では、スキャナをLして、òó�のz1をÛてディスチャージします。ON
「スキャナ¦L」を にした¾¿では、 にBòòóされたz1だけをディスチュージします。OFF 5450

����には、sÈのz1のÐÑ��をBCします。
ここでBCした��を、ß�、 から�Cし、Iしづつ��を�げながらz1を5450
ディスチャージします。
PQの®¯は、sÈの の����が¦Lされます。5450
200V'pの��ÙをBCすると、スロー��をXいます。その�¦Lする��は、
p¥「４」の¥éでBCされた��が¦Lされます。
/A-な��の®¯は、 が|ÇブザーをKらし、ディスチャージが�ÛにXわ5450
れません。この®¯、 - ¤Óエラーが��します。GP IB
スロー��の��を�く��してください。

¶ ¨5� ' のコンデンサを 'pの��で��した¾¿で、 にòóしたまま、 、��ゼロ、 Uに) ( 10uF) 200V 5450 - -OPERATE OFF DIS CHARGE

��すると、 のBCに���が$6されため、 の|Ç\がKります。このとき、パソコンとの ¤ÓはGåされ、¤Óエラーが�5450 5450 GPIB

�します。

この²な¾Ñをbけるため、¨5�のコンデンサのz{では、���や��しない��を�めて、¥���が$6されているº»の��で

z{をXう/0があります。

また、mソフトによるz{ST�のVq��IJを�£にしてz{を��することをお�めします。

mソフトの¦Lによる��I�のÜÝにつきまして、�MでN'をãうことはできませんのでご¶·ください。

���コンデンサ��gio�でのÙÚÛÜ

��deの/

��ダウン

��ダウン

��ダウン
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FRONT

FRONT

FRONT

REAR

REAR

REAR

Windows Vista/7/8.1/10 (32 or 64bit)

MS-Excel2007/2010/2013/2016(32bit Only)

GPIB USB- á��

GPIBケーブル
5450/5451

3101( )スキャナ

3101( )スキャナ

3101( )スキャナ

3100( )スキャナ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

10(

10(

10(

i�

i�

i�

i�

i�

i�

�{¯ãBケーブル

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

SCAN BUS

SCAN BUS

SCAN BUS

CC010004
S. - (1.5m)TRIAX TRIAX

A01009-100
- (1m)TRIAX TRIAX

A01009-100
- (1m)TRIAX TRIAX

LOW��
��!"

ショートバー

5450/51 3100と シリーズの»�lm
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1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 0

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 0

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 1

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 1

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 2

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 2

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 3

1 1

2 2

3 3

4 45 56 6

7 7

8 8

9 9

0 0

0 3

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001G(ACTUATOR)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

31001J(MULTIPLEXER)

LOW

3100

3100 SWシリーズÞ のo�

カード®¯��B
ロータリースイッチ
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10K

10K

10K

10K

10K

10K

COM

COM

CH0_R

CH1_R

CH2_R

CH3_R

CH0

CH0

CH1

CH1

CH2

CH2

CH3

CH3

GND

GND

GND

GND

GND

GND

GND

TO METER

COM

マルチプレクサ アクチュエータS/W OFF S/W ON

I

I

O

O

R

R

R

R

R

R

5450/51 3100と シリーズの»�|

31001G(ACTUATOR)31001J(MULTIPLEXER)
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A
5450

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

1
0
K
Ω

300uF * 4
10KOhmÓÔ��

100V  Chrage 4sec Discharge 3sec
350V  Chrage 45sec Discharge 37sec
400V  Charge 52sec Discharge 45sec

5450/51 3100と シリーズのßà»�|

31001G(ACTUATOR)31001J(MULTIPLEXER)
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5450を�Bする��
アクチュエータ<し

FRONT

REAR

GPIB USB- á��
- 220REX USB

GPIBケーブル(1m)

GPIBケーブル(1m)

GPIBケーブル(1m)

5450

7210( )スキャナ

7210( )スキャナ

7210( )スキャナ

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

72101J
(10ch)

CC010004
S. - (1.5m)TRIAX TRIAX

A01009-100
- (1m)TRIAX TRIAX

A01009-100
- (1m)TRIAX TRIAX

A01009-100
- (1m)TRIAX TRIAX

A01009-100
- (1m)TRIAX TRIAX

A01009-100
- (1m)TRIAX TRIAX

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

A01010
- (1m)TRIAX みのâクリップ

バナナ- ¨©Y
ÃÖり

Y Y¨©- ¨©
ÃÖり

Y Y¨©- ¨©
ÃÖり

Y Y¨©- ¨©
ÃÖり

Y Y¨©- ¨©
ÃÖり

Y Y¨©- ¨©
ÃÖり

10(

10(

10(

10(

10(

10(

i�

i�

i�

i�

i�

i�

5450に'æ

20ch

20ch

20ch

�{¯ãBケーブル

マルチプレクサ
カード

5450/51 7210と シリーズの»�lm
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+

+

-

-

5450

A Input

Lo

Lo

GUARD

G DN

Vsource

Hi Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

JP2

JP4

JP3

JP8

JP20

JP1

JP5
JP6

JP7

JP19

JP21

JP22

JP23

JP24

JP30

72101J

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

GUARD

20

21

22

23

A

A

A

A

B

B

B

B

トライアキシャル
ケーブル

トライアキシャル
ケーブル

Hi(q)

(n)

GUARD(s)

アクチュエータ 72102A/C

アクチュエータ 2A/C7210

ストレス�{の�E§�B

5450/7210 ¡�½ áâの |の

COM A

COM B

�の72101J

AのCOM

çの72101J

の へLo

�����{

で�E§�を

kわない��。

DRIVING

GRD

DRIVING GRD

���i�.6§¨しB

8340Aを�Bする��の、
���{�Eùú�¦。

は、バイポーラ�ü5450/51
のため、この�¦は�ýです。
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Hi

Lo

Hi

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

Hi

Lo

Hi

Lo

Hi

Lo

+

+

-

-

5450
マルチプレクサ
72101J

アクチュエータ
A/C72102

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

5450/7210 ¡�½ の«ãäå

A
DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

Input

Lo

GUARD
GUARD

G DN

Vsource

���だけ します。CLOSE

��は しています。CLOSE

���に します。OPEN

7210リアー¨ç

72102A

72101J 72101J

LoÐÑ LoÐÑ

���i�の

.6§¨しB
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A

Ch-0 Ch-1 Ch-2 Ch-3

��

+-

��のèéでのêë��

ìí�îの ��PID

A

Ch-0 Ch-1 Ch-2 Ch-3
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èKÇ á��のèK��は、 のHIを�Bします。A/D ' 'PLC

íB:ê� のëìです。Power Line Cycle( )

この��は、 á���Jのコンデンサを��する��です。A/D

は、íB:ê�の1:;Kの��です。1PLC

íîでは、 、 íîでは、 を°します。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

��ð�にñòをóぼすノイズýöの÷どは、íB:ê�のø�ùの:ê�の�r�{です。

のø�ùのèKをkうことによりノイズýöのúくをÄûできます。PLC

oしい�{

ノイズÉK íB:ê�ÉK( )1PLC

A/Dá��には、「üçýþÇ」と「èKÇ」があり、(ソフトがサポートする�{�����は、「èKÇ」を
�Bして��がkわれます。

á���が�いため、ÿ�の�{��が�S。

�{のÿ��を��することが�¥。

オシロスコープや、 á�ボードなどに�Bされる。A/D

á���はNい。

ノイズのñòを�けにくいためU�した��が�S。

デジタルマルチメータ、��
、	
�{��
など

に�Bされる。

!"�¯
!"�¯

D/Aá��

�{ýþ�¦

【È�】
コンデンサに��して、��する��を
る

①èKÇ á��A/D

èK�¦

②üçýþÇ á��A/D

【È�】
�J á��とのýþにより��する。D/A

A/DðñJについて

óË¾½「 」とはPLC
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